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労
働
力
不
足
が
深
刻
な
北
海
道
農
業

　

北
海
道
に
お
け
る
基
幹
産
業
が
農
業
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。小
麦
、馬
鈴
薯
な
ど
多
く
の
畑
作

物
、野
菜
、生
乳
の
生
産
量
は
都
道
府
県
別
で
全
国
第

１
位
を
占
め
、２
０
１
７
年
は
農
業
粗
生
産
額
は
約
１・

３
兆
円
、全
国
の
約
13
・６
％
で
あ
る
。カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

ス
の
食
料
自
給
率
は
１
８
５
％
で
あ
り
、日
本
最
大
の

食
料
供
給
地
域
と
し
て
の
重
責
を
果
た
し
て
い
る
。

　

販
売
農
家
一
戸
当
た
り
経
営
耕
地
面
積
は
、18
年
に

は
28
・９
㌶
に
達
し
た
。都
府
県
の
２・２
㌶
の
13
・１
倍

で
あ
る
。

　

し
か
し
、道
内
の
販
売
農
家
戸
数
は
都
府
県
と
同
様
、

１
９
９
０
年
以
降
減
り
続
け
て
い
る
。北
海
道
全
体
で

90
年
の
８
万
７
０
０
０
戸
に
対
し
て
２
０
１
８
年
は
３

万
６
０
０
０
戸
と
お
よ
そ
41
％
に
ま
で
激
減
し
た
。ま

た
、農
家
人
口
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
比
率
は
、10
年

に
は
32
％
で
あ
っ
た
が
18
年
に
は
41
％
ま
で
上
昇
し
て

い
る
。新
規
就
農
者
数
は
10
年
の
７
０
０
人
に
対
し
て

17
年
は
５
６
９
人
と
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

当
然
、農
家
一
戸
当
た
り
の
平
均
経
営
耕
地
面
積
は

増
加
し
つ
づ
け
て
い
る
。近
年
１
０
０
㌶
を
越
す
大
規

模
経
営
体
も
増
え
て
お
り
、北
海
道
農
業
に
お
け
る
労

働
力
不
足
は
す
で
に
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
な
ど
の
ス
マ

ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
は
最
近
の
農
家
の
強
い
要
望
で

あ
る
。北
海
道
農
業
が
、今
後
も
国
民
の
期
待
に
沿
う

低
価
格
で
安
全
か
つ
高
品
質
な
農
産
物
を
安
定
的
に

生
産
・
供
給
す
る
た
め
に
は
、気
象
・
土
壌
な
ど
の
地
域

特
性
を
十
分
に
考
慮
し
た
最
適
な
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

を
導
入
し
て
、持
続
可
能
な
新
し
い
農
業
に
転
換
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
農
機
の
社
会
実
装
は
、18
年
に
始
ま
っ
た
。

現
状
で
は「
農
業
機
械
の
安
全
性
確
保
の
自
動
化
レ
ベ

ル
」は「
レ
ベ
ル
２
」と
呼
ば
れ
る
段
階
に
あ
る
。「
ロ
ボ

ッ
ト
農
機
は
、使
用
者
が
圃ほ

場じ
ょ
う

内
や
圃
場
周
辺
か
ら
監

視
す
る
こ
と
」が
前
提
で
あ
る
。レ
ベ
ル
２
に
つ
い
て
は
、

ト
ラ
ク
タ
、田
植
え
機
が
す
で
に
実
用
化
し
て
い
る
。

　

北
海
道
で
は
、ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
に
つ
い
て
は
利

用
し
て
い
る
農
家
も
増
え
て
き
て
い
る
。利
用
法
は
二

つ
あ
る
。一
つ
目
が
、ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
の
作
業
を
隣

接
し
た
圃
場
で
通
常
の
ト
ラ
ク
タ
作
業
を
し
な
が
ら
監

視
す
る
こ
と
で
、二
つ
目
は
、同
じ
圃
場
の
中
で
有
人
ト

ラ
ク
タ
と
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
が
協
調
作
業
し
な
が
ら

有
人
側
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
を
監
視
す
る
と
い
う

使
い
方
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
が
先
行
し
て
耕
う

ん
・
整
地
作
業
、後
方
か
ら
有
人
ト
ラ
ク
タ
が
追
従
し

フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
視
野
に
北
海
道
農
業
展
望

労
働
力
不
足
が
深
刻
で
、経
営
規
模
の
大
き
な
北
海
道
で
は
、ス
マ
ー
ト
農
業
の
効
果
が
発

揮
さ
れ
や
す
い
。す
で
に
レ
ベ
ル
の
高
い
実
証
実
験
が
な
さ
れ
て
い
る
。農
業
生
産
現
場
で
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、将
来
は
ス
マ
ー
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
ま
で
視

野
に
入
る
。

特
集　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
扉
が
開
く
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特集　スマート農業の扉が開く

て
施
肥
・
播
種
作
業
と
２
工
程
を
同
時
に
作
業
す
る
こ

と
も
で
き
る
。す
な
わ
ち
、一
人
で
二
人
分
の
作
業
が
可

能
に
な
る
。

進
化
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

　
「
自
動
化
レ
ベ
ル
１
」は
北
海
道
で
す
で
に
広
く
普
及

し
て
い
る
。レ
ベ
ル
１
は「
使
用
者
が
搭
乗
し
た
状
態
で

の
自
動
化
」だ
。オ
ー
ト
ス
テ
ア
リ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
自

動
操
舵
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ（
衛
星
測
位
シ
ス

テ
ム
）を
使
用
し
て
ト
ラ
ク
タ
、田
植
え
機
な
ど
が
手

放
し
運
転
で
き
る
。２
０
１
８
年
度
の
北
海
道
向
け
の

自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
出
荷
台
数
は
、前
年
度
を
１
０
０

台
上
回
る
１
６
９
０
台
だ
。08
年
度
以
降
の
累
計
で
は

約
９
割
が
北
海
道
向
け
で
あ
り
、北
海
道
で
は
急
速
な

勢
い
で
普
及
が
進
ん
で
い
る
。

　
「
自
動
化
レ
ベ
ル
２
」（
前
述
）は
新
た
に
ロ
ボ
ッ
ト
農

機
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、レ
ベ
ル
１
の
自

動
操
舵
シ
ス
テ
ム
の
場
合
、手
持
ち
の
機
械
に
後
付
け

で
取
り
付
け
ら
れ
る
の
で
、既
存
の
機
械
を
自
動
化
で

き
る
。走
行
精
度
は
５
㌢
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
の
で
、

農
機
の
運
転
に
慣
れ
て
い
な
い
作
業
者
に
機
械
作
業
を

任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。と
く
に
播
種
・
移
植
の
作

業
精
度
は
、そ
の
後
の
防
除
・
除
草
作
業
の
よ
う
な
管

理
作
業
や
収
穫
作
業
の
能
率
に
影
響
す
る
の
で
、自
動

操
舵
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、作
物
列
の
高
い
直
線
性
が

得
ら
れ
る
こ
と
は
作
業
能
率
の
観
点
か
ら
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

　

ま
た
、水
田
に
お
い
て
作
業
跡
が
判
然
と
し
な
い
代

か
き
作
業
に
お
い
て
も
効
果
を
発
揮
す
る
。と
く
に
北

海
道
の
よ
う
な
大
区
画
圃
場
で
は
、ト
ラ
ク
タ
や
田
植

え
機
の
運
転
は
疲
労
を
と
も
な
う
こ
と
か
ら
、多
く
の

農
家
が
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
の
有
用
性
を
強
く
感
じ
て

い
る
。産

官
学
連
携
で
レ
ベ
ル
３
め
ざ
す

　
「
自
動
化
レ
ベ
ル
３
」は
、「
遠
隔
監
視
・
圃
場
間
移
動

が
可
能
な
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」で
あ
り
、20
年
度
に
実

現
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
遠
隔
監
視
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
で

は
、ロ
ボ
ッ
ト
は
無
人
状
態
で
完
全
自
律
走
行
し
、か
つ
、

地
域
内
で
複
数
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
同
時
作
業
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。ロ
ボ
ッ
ト
管
制
室
に
い
る
一
人
の
監
視
者

が
離
れ
た
複
数
の
畑
で
作
業
し
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
管

理
す
る
。

　

レ
ベ
ル
２
に
比
べ
て
格
段
に
作
業
能
率
を
向
上
さ

せ
得
る
レ
ベ
ル
３
で
は
、作
業
監
視
の
た
め
に
２
種
類

の
通
信
系
を
必
要
と
す
る
。一
つ
は
、テ
レ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
・
デ
ー
タ
伝
送
で
あ
り
、ロ
ボ
ッ
ト
の
作
業
デ
ー
タ

を
伝
送
す
る
機
能
と
管
制
室
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
を
制
御
す

る
機
能
を
担
う
通
信
系
で
あ
る
。も
う
一
つ
は
、ロ
ボ
ッ

ト
周
辺
の
画
像
伝
送
で
あ
る
。圃
場
内
作
業
と
と
も
に
、

圃
場
間
移
動
時
の
安
全
確
保
も
伝
送
さ
れ
た
周
辺
画

像
を
通
し
て
お
こ
な
う
。さ
ら
に
作
業
状
況
の
把
握
も

映
像
を
介
し
て
お
こ
な
う
。

　

慣
行
作
業
で
あ
る「
人
に
よ
る
農
作
業
」で
は
耕
う

ん
の
仕
上
が
り
や
作
物
生
育
の
状
態
を
常
に
観
察
し
て

い
る
わ
け
で
、こ
の
圃
場
状
況
の
画
像
伝
送
機
能
は
農

作
業
を
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
技
術
課
題
は
現
在
、北
海
道
大
学
、岩
見
沢
市
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
連
携
で
取
り
組
ん
で
い
る（
図
１
）。

３
者
は「
最
先
端
の
農
業
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
と
情
報
通
信

技
術
の
活
用
に
よ
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ス
マ
ー
ト

農
業
お
よ
び
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
シ

テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た
産
官
学
連
携
協
定
」を
19
年
６

月
28
日
に
締
結
し
た
。取
り
組
み
内
容
は「
高
精
度
測

位
、位
置
情
報
配
信
基
盤
」「
次
世
代
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」「
高
度
情
報
処
理
技
術
お
よ
び
Ａ
Ｉ
基
盤
」の
三
つ

で
あ
る
。

　
「
高
精
度
測
位
、位
置
情
報
配
信
基
盤
」は
、防
風
林
・

建
物
の
傍そ

ば

や
傾
斜
地
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
屋
外
環
境
で
安

定
し
た
高
精
度
測
位
を
実
現
す
る
技
術
開
発
と
実
証

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
「
次
世
代
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」は
、地
域
広
帯
域
移

図１ 北海道大学ー岩見沢市ーNTTグループがめざすスマート農業技術
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（レベル３）

圃場

中期

BWA・５Gなど
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フードチェーン視野に北海道農業展望

動
無
線
ア
ク
セ
ス（
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
）や
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
な

ど
最
新
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
の
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
へ
の
利

用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
高
度
情
報
処
理
技
術
お
よ
び
Ａ
Ｉ
基
盤
」で
は
、ロ

ボ
ッ
ト
農
機
を
単
純
作
業
か
ら「
匠
の
技
」が
必
要
な

追
肥
、防
除
な
ど
管
理
作
業
に
使
用
で
き
る
よ
う
、Ａ

Ｉ
利
用
技
術
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。と
く
に
当

面
の
課
題
と
し
て
低
遅
延
で
大
容
量
の
デ
ー
タ
伝
送
が

可
能
な
５
Ｇ
を
活
用
し
て
、画
像
を
含
め
た
デ
ー
タ
伝

送
に
よ
る
自
動
化
レ
ベ
ル
３
の
実
現
と
社
会
実
装
を
め

ざ
し
て
い
る
。

　

北
海
道
は
大
規
模
農
業
を
実
践
し
、そ
の
農
業
規
模

は
よ
く
ド
イ
ツ
農
業
と
対
比
さ
れ
る
。デ
ー
タ
駆
動
型

農
業
を
意
味
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
は
、大
規
模
農
業
に

お
い
て
、と
く
に
有
用
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。

　

衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
、ド
ロ
ー
ン
リ
モ
ー
ト

セ
ン
シ
ン
グ
、水
田
自
動
水
管
理
シ
ス
テ
ム
、気
象
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
、収
量
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー

ル
が
開
発
さ
れ
、さ
ら
に
19
年
４
月
に
農
業
デ
ー
タ
の

連
携
・
共
有
・
提
供
機
能
を
有
す
る
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム「
農
業
デ
ー
タ
連
携
基
盤（
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
）」が
、

農
研
機
構
を
運
営
事
務
局
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。そ
こ

で
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
、有
用
情
報
を
農
家

に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
農
機
メ
ー
カ
ー
、Ｉ
Ｔ
ベ
ン

ダ
ー
各
社
が
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

新
技
術
の
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

　

農
林
水
産
省
は
２
０
１
９
年
度
か
ら「
ス
マ
ー
ト
農

業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
開
始
し
、ス
マ
ー
ト
農
業
の

普
及
、拡
大
を
進
め
て
い
る
。２
カ
年
の
事
業
で
あ
る
が
、

19
年
度
は
、こ
の
事
業
に
北
海
道
か
ら
は
土
地
利
用
型

農
業
で
４
カ
所
選
定
さ
れ
た
。

　

そ
の
な
か
の
一
つ
が
岩
見
沢
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
た「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
導
入
に
よ
る
地
域
水
田
農

業
の
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
あ
る
。岩
見
沢
地
域
の

新
技
術
導
入
に
意
欲
的
な
農
家
集
団
で
あ
る「
い
わ
み

ざ
わ
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
な
ど
）農
業
利
活
用
研

究
会
」と
と
も
に
、地
域
レ
ベ
ル
の
生
産
性
向
上
に
向

け
た
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
へ
の
発
展
可
能
性
を
検
討
す

る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
、自
動

給
水
弁
、リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
、セ
ン
サ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
利
用
、そ
し
て
作
業
適
期
を
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

判
断
し
、肥
料
の
可
変
散
布
な
ど
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、

農
作
業
に
係
る
労
働
時
間
、生
産
コ
ス
ト
、品
質
の
ば

ら
つ
き
の
低
減
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

農
家
は
、作
業
の
効
率
化
に
よ
り
生
ま
れ
た
余
剰
時

間
を
利
用
し
て
高
収
益
作
物（
畑
作
物
）を
導
入
し
、農

家
所
得
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
に
な
る
。最
終
目
標
は

米
の
生
産
コ
ス
ト
を
政
府
目
標
の
11
年
全
国
平
均
比
４

割
削
減（
９
６
０
０
円
／
60
㌔
グ
ラ
ム
）よ
り
さ
ら
に

高
い
５
割
削
減（
８
０
０
０
円
／
60
㌔
グ
ラ
ム
）と
農

家
所
得
の
20
％
増
に
あ
る
。さ
ら
に
生
産
グ
ル
ー
プ
内

で
作
業
情
報
の
共
有
を
進
め
、生
産
者
間
の
農
機
共
同

利
用
な
ど
、共
有
・
共
用
を
基
軸
に
し
た
新
し
い
地
域

農
業
の
構
築
を
検
討
中
で
あ
る
。

　

岩
見
沢
地
域
で
は
今
年
度
か
ら
２
カ
年
、農
林
水
産

省
の「
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
ロ
ー
カ
ル

５
Ｇ
）」も
ス
タ
ー
ト
し
た
。こ
の
事
業
は
、総
務
省「
地

域
課
題
解
決
型
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
な
ど
の
実
現
に
向
け
た

開
発
実
証
」と
連
動
し
て
お
り
、ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
ス
マ

ー
ト
農
業
へ
の
活
用
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
に
主
眼
が

あ
る
。

　

と
く
に「
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
の
自
動
化
レ
ベ
ル
３
」に
つ

い
て「
安
全
性
確
保
策
の
検
討
」「
生
産
性
向
上
効
果
の

検
証
」「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
地
域
実
装
法
の
検
討
」を

実
施
す
る
。

地
域
活
性
化
に
資
す
る
経
済
効
果

　

ス
マ
ー
ト
農
業
は
個
々
の
農
家
の
生
産
性
、収
益
を

高
め
る
技
術
に
と
ど
ま
ら
な
い
。ス
マ
ー
ト
農
業
の
適

用
範
囲
を
、圃
場
レ
ベ
ル
か
ら
地
域
レ
ベ
ル
ま
で
拡
張

す
る
こ
と
で
、地
域
活
性
化
に
資
す
る
経
済
効
果
が
期

待
で
き
る
。

　

た
と
え
ば
水
稲
の
場
合
、衛
星
画
像
を
用
い
れ
ば
幼

穂
形
成
期
の
作
物
体
の
窒
素
量
を
推
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、生
育
状
況
に
基
づ
い
て
場
所
ご
と
で
肥
料

施
用
量
を
最
適
化
で
き
る
。こ
の
技
術
は
麦
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
る
。す
な
わ
ち
広
域
で
米
や
麦
の
品
質
や

収
量
の
高
位
安
定
化
に
有
効
で
あ
る
。

　

ま
た
、衛
星
画
像
を
用
い
て
収
穫
前
に
玄
米
タ
ン
パ

ク
含
量
や
収
穫
適
期
を
推
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。米

の
タ
ン
パ
ク
含
量
と
食
味
は
強
い
相
関
が
あ
る
の
で
玄

米
タ
ン
パ
ク
含
量
マ
ッ
プ（
図
２
）は
食
味
マ
ッ
プ
と
読

み
替
え
ら
れ
る
。衛
星
画
像
の
魅
力
は
数
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
規
模
の
作
物
の
生
育
状
況
を
瞬
時
に
把
握
で
き
る
こ

と
に
あ
る
。す
な
わ
ち
、こ
の
情
報
に
基
づ
い
て
農
作

業
を
す
れ
ば
、広
域
に
お
け
る
農
産
物
の
品
質
・
収
量

の
向
上
と
均
一
化
に
寄
与
し
、ブ
ラ
ン
ド
発
信
力
の
強

化
に
つ
な
が
る
。

　

青
森
県
で
は
実
際
に
こ
の
衛
星
技
術
を
用
い
て「
収

穫
適
期
マ
ッ
プ
」や「
タ
ン
パ
ク
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
て
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特集　スマート農業の扉が開く

営
農
に
活
用
し
て
い
る
。『
晴
天
の
霹
靂
』と
い
う
品
種

に
適
用
し
て
、全
国
で
生
産
さ
れ
た
米
の
お
い
し
さ
を

評
価
す
る「
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
最
高
の「
特
Ａ
」評

価
を
近
年
毎
年
獲
得
し
て
お
り
、こ
の
ク
ラ
ウ
ド
型
営

農
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、２
０
１
８
年
３
月
20
日
に
日
本

宇
宙
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
第
３
回
宇
宙
開
発
利
用
大
賞
、農

林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
北
海
道
農
業
は
地
域
農
産
物
を
ブ
ラ

ン
ド
化
し
て
、国
内
供
給
の
み
な
ら
ず
海
外
輸
出
ま
で

視
野
に
入
れ
て
生
産
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。北
海
道
で
は

『
十
勝
川
西
長
い
も
』が
輸
出
で
成
功
を
納
め
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
道
内
地
域
特
産
品
を
増
や
す
こ
と
が
、北

海
道
農
業
ひ
い
て
は
北
海
道
経
済
に
大
き
な
活
力
を
与

え
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
を
用
い
て
三

定（
定
時
・
定
量
・
定
品
質
）が
担
保
さ
れ
た
安
定
し
た

生
産
供
給
体
制
の
構
築
が
必
須
で
あ
る
。地
域
の
生
産

者
が
周
囲
の
作
業
状
況
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、生
産
の
拡
大
・
安
定
化
、品
質
の
平
準
化
に
つ
な
が

る
。

　

ま
た
作
物
の
生
育
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
リ
モ
ー
ト

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
に
よ
っ
て
、出
荷
量
・
出
荷
時
期
を

高
精
度
に
予
測
で
き
れ
ば
、産
地
間
連
携
が
高
度
化
で

き
、リ
レ
ー
出
荷
や
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
最
適
化
に
よ

る
物
流
コ
ス
ト
の
削
減
も
可
能
に
な
る
。

　

さ
ら
に
ス
マ
ー
ト
農
業
は
、「
経
験
と
勘
」の
従
来
農

法
を
デ
ー
タ
に
基
づ
く
農
業
に
転
換
で
き
る
。そ
の
た

め
新
規
就
農
者
の
早
期
育
成
に
も
貢
献
し
、若
い
世
代

の
農
業
へ
の
関
心
を
高
め
、就
農
意
欲
を
喚
起
さ
せ
ら

れ
る
。

日
本
の
食
料
供
給
の
安
定
化
に
必
須

　

一
方
で
、地
域
創
生
の
観
点
か
ら
は
ス
マ
ー
ト
農
業

の
普
及
を
通
し
て
、新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す
新
規
事

業
の
立
案
も
不
可
欠
で
あ
る
。た
と
え
ば
、ス
マ
ー
ト

農
業
を
実
践
し
、三
定
に
定
価
格
を
加
え
た「
四
定
農

産
物
」と
生
産
情
報（
収
穫
時
期
、収
穫
量
）を
リ
ン
ク

す
る
こ
と
で
、精
緻
な
生
産
・
出
荷
計
画
が
作
成
で
き

る
ス
マ
ー
ト
食
品
工
場
も
視
野
に
入
る
。加
え
て
、こ

れ
ら
農
産
物
・
食
品
の
生
産
情
報
を
広
域
で
連
携
す
る

こ
と
で
、フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
上
に
物
流
セ
ン
タ
ー
の
新

設
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
普
及
と
並
行
し

て
生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
バ
リ
ュ
ー
を
つ
な
ぐ
ス
マ
ー

ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
は
今
後
地
域
経
済
の
活
性

化
の
点
か
ら
め
ざ
す
べ
き
方
向
で
あ
ろ
う
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
に
は
労
働
力
不
足
の
解
消
、農
作
業

技
術
の
デ
ー
タ
に
よ
る
継
承
、生
産
の
低
コ
ス
ト
化
、農

産
物
の
品
質
向
上
・
収
量
増
、さ
ら
に
は
従
来
の「
プ
ロ

ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
農
業
」か
ら「
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
農
業
」

へ
の
転
換
、農
業
の
魅
力
向
上
な
ど
数
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

　

ま
た
、今
日
の
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
一
部
の
国
で
は
農
産
物
の
輸

出
制
限
措
置
を
と
っ
た
。こ
れ
ら
問
題
の
解
決
に
ス
マ

ー
ト
農
業
が
有
用
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
、日

本
の
食
料
供
給
の
安
定
化
の
た
め
に
も
必
要
な
技
術
と

言
え
る
。

　

し
か
し
、ス
マ
ー
ト
農
業
の
機
器
購
入
な
ど
に
初
期

投
資
を
必
要
と
す
る
た
め
、一
朝
一
夕
に
普
及
が
進
む

も
の
で
は
な
い
。ま
ず
、生
産
者
に
対
し
、「
ス
マ
ー
ト
農

業
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、経
営
改
善
が
な
さ
れ
る
」

と
い
う
こ
と
に
確
信
を
持
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
地
域
性
が
強
い
農
業
の
場
合
、地
域
に
適
合
し

た
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
が
成
功
の
カ
ギ
で
あ
る

の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。北
海
道
農
業
で
有
効
で
あ
っ

た
技
術
を
他
府
県
に
横
展
開
し
て
も
う
ま
く
い
く
わ
け

が
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
情
報
活
用
に
よ
る
地
域
農
業
の
活
性

化
、電
波
利
用
に
よ
る
農
作
業
の
高
度
化
、農
機
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
や
請
負
作
業
な
ど
へ
の
情
報
利
用
は
、ほ
ぼ

す
べ
て
の
地
域
に
有
効
で
あ
る
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
技
術
の
進
展
は
極
め
て
早
い
。生

産
者
は
も
と
よ
り
、自
治
体
、普
及
セ
ン
タ
ー
、Ｊ
Ａ
な

ど
農
業
関
連
組
織
は
、技
術
動
向
と
各
地
域
の
取
り
組

み
に
敏
感
に
な
る
こ
と
が
、今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
で
あ
ろ
う
。�

図２ 衛星画像による玄米タンパク含量マップ

（志賀弘行：ホクレン農業協同組合連合会）


